
　

本
年
度
の
押
原
小
の
教
育
目
標

は
、「
と
も
に
学
び
合
い
、
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育

成
」
で
す
。
全
校
児
童
３
３
１
名
と

全
教
職
員
が
、
桜
の
舞
い
散
る
中
心

新
た
に
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
笑
顔
で
学
校

生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
知
恵
を
出
し

合
い
、
工
夫
し
て

教
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
６
日
は
、
新
任
式
・

始
業
式
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

ク
ラ
ス
替
え
の
学
年
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
時
間
よ
り
も
早
く
静

か
に
整
列
し
、
新
し
い
先
生
を
迎
え

ま
し
た
。
先
生
方
が
前
に
出
る
と
、

子
ど
も
た
ち
の
背
筋
が
ピ
ン
と
伸
び

ま
す
。
校
長
先
生
か
ら
は
、
開
口
一

番
「
い
い
子
た
ち
で
す
ね
、
と
っ
て

も
い
い
子
。」
と
お
褒
め
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
家

庭
や
地
域
、
学
校
で
の
教
育
の
賜
物

で
す
ね
。「
み
ん
な
で
も
っ
と
い
い

学
校
を
作
り
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う

お
話
に
も
目
が
輝
い
て
見
え
ま
し

た
。
あ
い
さ
つ
、
言
葉
遣
い
、
礼
儀
、

素
晴
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

翌
７
日
に
は
、
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。今
年
度
の
入
学
生
は
55
名
。

押
原
小
学
校
で
は
２
年
続
け
て
の
３

ク
ラ
ス
編
制
で
す
。
担
任
の
先
生
が

入
学
生
の
名
前
を
一
人
一
人
呼
ぶ
と

「
は
い
」
と
元
気
よ
く
手
を
挙
げ
て

返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
祝
い
の

言
葉
に
も
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
返
事
が
返
っ
て
く
る
等
、
と

て
も
立
派
な
一
年
生
で
し
た
。

　

本
校
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
と
し
て
９
年
目
を
迎
え
ま
す
。
地

域
・
保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
創
意
工
夫
を
重
ね

て
押
原
小
の
特
色

を
生
か
し
た
活
動

に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

別
室
で
リ
モ
ー
ト
配
信
を
お
こ
な

い
、
新
し
い
入
学
式
の
形
を
創
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
に
は
、
生
徒
会
に
よ
る

「
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
、
二

年
生
が
学
年
合
唱
を
披
露
し
、
昨
年

度
は
で
き
な
か
っ
た
学
年
合
唱
を
、

令
和
４
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
、
三
年

生
、
二
年
生
と
も
に
新
入
生
に
披
露

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
な

『
押
中
ス
タ
イ
ル
』
を
創
造
し
始
め

ま
し
た
。

　

生
徒
会
組
織
や
委
員
会
活
動
、
部 

活
動
の
紹
介
を
動
画
で
説
明
さ
れ
、

一
年
生
は
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
い

ま
し
た
。
生
徒
会
本
部
と
し
て
は
今

年
度
、「
い
じ
め
０
、
笑
顔
１
０
０ 

宣
言
」
の
他
、「
S
D
G
s
」
な
ど

新
し
い
取
組
も
行
な
い
、
本
校
独
自

の
ス
タ
イ
ル
で
、
押
原
中
学
校
が
進

化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
一
年
生
も

本
校
の
生
活
に

早
く
慣
れ
て
、

押
中
生
と
し
て

の
活
動
を
精
一

杯
、
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

集
合
し
、
保
護
者
の
引
率
に
よ
り
下

校
を
し
て
い
ま
し
た
。
本
校
の
学
校

区
に
は
交
通
量
の
多
い
道
路
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
通
学
路
に
も
早
く

慣
れ
て
、
安
全
に
登
下
校
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

14
日
か
ら
は
、
給
食
が
始
ま
り
ま

し
た
。
自

分
た
ち
で

給
食
を
配

膳
し
て
食

べ
る
と
い

う
こ
と

は
、
一
年

生
に
と
っ

て
は
難
し

い
こ
と
で

す
。
担
任

の
先
生
か
ら
段
取
り
の
説
明
を
受
け

て
、
一
つ
一
つ
動
き
の
確
認
を
し
た

り
、
当
番
の
仕
事
を
覚
え
た
り
し
ま

し
た
。慌
て
ず
慎
重
に
準
備
を
し
て
、

お
い
し
い
給
食
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
条
小
の
と
て
も
良
い
伝

統
と
し
て
、
一
週
間
、
六
年
生
が
朝

の
時
間
帯
を
利
用
し
て
、
一
年
生
の

生
活
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
来
て
い
ま

し
た
。
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「
進
取
創
造
」
の
校
訓
の
も
と
、

押
原
中
学
校
の
令
和
４
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。
４
月
６
日
の
始
業
式
。

12
名
の
新
任
の
先
生
方
を
お
迎
え
し

て
、
全
校
生
徒
５
８
９
名
、
職
員
数

60
名
の
押
原
中
学
校
は
、
令
和
４
年

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響

も
あ
り
、様
々

な
活
動
に
制

約
が
あ
り
ま

し
た
。
学
習

活
動
や
多
く
の
行
事
、
そ
し
て
部
活

動
を
「
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
実
現
で

き
る
か
」
を
考
え
、
生
徒
・
職
員
で

知
恵
を
出
し
合
い
、工
夫
を
こ
ら
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
押
原
中
学
校

独
自
の
学
校
生
活
様
式
＝
『
押
中
ス

タ
イ
ル
』
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
生
徒
会
長
の
八
木

野
さ
ん
の
歓
迎
の
言
葉
と
三
年
生
に

よ
る
学
年
合
唱
「
い
の
ち
の
歌
」
を

披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
学
級
の

学
活
の
様
子
を
、
保
護
者
へ
向
け
て

　

４
月
７
日
、
暖
か
な
春
の
日
差
し

の
中
、
令
和
４
年
度
第
39
回
西
条
小

学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

瞳
を
輝
か
せ
て
入
場
し
て
き
た

89
名
の
一
年
生
は
、
担
任
の
先
生
か

ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
大
き
な
声

で
「
ハ
イ
」
と
返
事
を
し
て
、
元
気

に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
校
長
先
生

か
ら「
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
す
る
」

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
」

「
友
だ
ち
を
大
切
に
す
る
」
の
三
つ

の
こ
と
が

で
き
る
よ

う
に
し
ま

し
ょ
う
と

話
が
あ
り

ま
し
た
。

今
年
度
は

一
年
生
を

含
め
、
全

校
児
童

４
９
４
名
、

教
職
員
48
名
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
年
生
は
、
13
日
ま
で
給
食
の
実

施
が
な
く
、
早
帰
り
で
し
た
。
11
時

30
分
ご
ろ
、
校
舎
前
に
地
区
ご
と
に

◎
３
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
４
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項	

•
3
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
令
和
４
年
度
教
育
長
職
務
代
理
者

に
つい
て

•
令
和
３
年
度
末
昭
和
町
役
場
、県

費
、町
費
負
担
教
職
員
の
人
事
異

動
に
つい
て

•
令
和
３
年
度
押
原
中
学
校
卒
業
生

の
進
路
に
つい
て

•
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
進
捗
状
況
に
つい
て

•
常
永
小
学
校
・
押
原
中
学
校
増
築
工

事
に
つい
て

•
生
涯
学
習
課
事
業
及
び
所
轄
の
施

設
状
況
等
に
つい
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•
事
業
報
告
お
よ
び
今
後
の
事
業

予
定
に
つ
い
て

•
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
に
つ

い
て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
教
職
員
合
同
離
任
式
、着
任
式
に

つ
い
て

•
今
後
の
事
業
予
定
に
つ
い
て 

他

そ
の
他

•
昭
和
町
就
学
援
助
費
支
給
要
綱

の
改
正
に
つ
い
て

せ
て
新
設
の
遊
具
も
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
低
学
年
児
童
を
対
象

に
、
上
履
き
の
ま
ま
遊
べ
る
楽
し
い

場
所
で
す
。

　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
縄
ば
し
ご
等
、

魅
力
的
な
設

計
が
し
て
あ

り
、
子
ど
も

た
ち
は
毎

日
、
笑
顔
満

載
で
遊
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
れ
も
過
日
報
道
さ
れ
ま
し
た

が
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
常
永
小
南

西
交
差
点
の
安
全
対
策
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
が
朝
の
旗
振
り

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
河
西
区
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
の

方
々
と
常
永
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
働
活
動

と
し
て
今
年
度

ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
特
に
雨

の
日
等
は
、
安

全
確
保
の
た
め

に
本
当
に
助

か
っ
て
い
ま

す
。

　

４
月
15
日
（
金
）
に
児
童
会
主
催

に
よ
る
「
一
年
生
を
迎
え
る
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
、

会
場
に
は
一
年
生
と
五
・
六
年
生
が

入
り
、
他
学
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
本
校
ご
当
地
キ
ャ
ラ
の
常

永
ジ
ャ
ー
が
会
場
に
現
れ
、
会
に
華

を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
年
生
は

「
う
れ
し
か
っ
た
」「
お
兄
さ
ん
・
お

姉
さ
ん
た
ち
と
ク
イ
ズ
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
」「
ジ
ョ
ー
エ
イ
ジ
ャ
ー

が
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
」
と
楽
し
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
児
童
会

テ
ー
マ
「
笑
顔
の
輪
」
が
、
全
校
に

広
が
っ
た
時
間
で
し
た
。

　

過
日
の
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し

た
が
、
児
童
数
増
加
に
伴
い
増
築
工

事
中
だ
っ
た
増
築
棟
が
完
成
し
、
併

一
年
生
を
迎
え
る
会

大
人
気
！
増
築
棟
遊
具
広
場

旗
振
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
始
動
！

押
原
中
学
校

押
原
小
学
校

　
令
和
４
年
度
の
ス
タ
ー
ト

　
も
っ
と
い
い
学
校
を
め
ざ
し
て

　
　

地
域
と
と
も
に

　
　
　
～
押
原
小
学
校
の
特
色
を
生
か
し
て
～

西
条
小
学
校

89
名
の
一
年
生
を
迎
え
て

常
永
小
学
校

教
育
委
員
会

『
押
中
』ス
タ
イ
ル
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◦0,1,2歳児のおはなし会 ※定員予約制

　絵本、わらべうたなどをお楽しみください。

日時　6月16日（木）	午前11時～
対象　0,1,2歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー
※申し込みは電話か図書館カウンターへ

◦大人のためのおはなし会 ※定員予約制

　大人が楽しめるおはなし会です。心安らぐ癒しのひ
とときをお楽しみください。

日時　6月26日（日）	午後2時～
場所　図書館・視聴覚室
出演　ききみみずきんのおはなしの会
※申し込みは電話か図書館カウンターへ

 図書館だより
Library	Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL https://www.lib.showacho.ed.jp/

No.145

 

『ばらいろのかさ』 『よそんちの子』 『大沼ワルツ』

アメリー・カロ/文
ジュヌヴィエーヴ・ゴドブー /絵

野坂	悦子/訳
福音館書店

いとう	みく/作
池辺	葵/絵
ほるぷ出版

谷村	志穂/著
小学館

　太陽のように明るいアデルが
唯一苦手なのが雨の日。ある日
彼女の働くカフェにばらいろの
かさがおかれていて…。
　こんなことがあったら誰でも
雨の日を好きになっちゃいそ
う！ロマンチックな１冊です。

　なこは小学１年生。お母さんが手
術をすることになった４歳のかな
ちゃんが、なこの家に一人で泊まり
にきました。お父さんも、お母さん
も、おにいちゃんも「かなちゃん、
かなちゃん」とひいきばかり。はら
がたったなこはリュックを背負っ
て家出をすることに…。

　舞台は北海道絶景の地・大沼で
すが、倉島家の三兄弟に山梨の坂
田家の三姉妹が順に嫁いで…。
　実話をもとにした昭和の大恋愛
と大家族の物語です。あなたも知っ
ている山梨の地名がちらほら出て
きます。

◦6月の休館日
　1日（水）～８日（水）、
13日（月）、20日（月）
27日（月）、
30日（木、月末整理日）

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。 ◎今月の「おはなし会」（第1土曜日開催）は、
　蔵書点検期間中のためお休みです。

● 休館日についてのお知らせ ●
５月30日（月）～ 6月８日（水）	蔵書点検のため休館
　上記期間中、蔵書の点検作業のため休館いたします。休館中のご返却
は、正面玄関入口にあります返却ボックスをご利用ください。長期休館と
なり、ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いします。

６月20日（月）　休館
　開館日となっているカレンダーがありますが、図書館の事情により	
休館日となります。申し訳ございません。

◆ ブックフェアについてのお知らせ ◆
　日 時　6月18日（土）	午前10時～午後４時　※雨天中止
　会 場　図書館前庭
　蔵書点検後、処分となる本を無料でお持ち帰りいただけます。持ち帰る際
の手提げ袋は、ご持参ください。
※マスクの着用、体調の悪い場合は控える等の感染対策へのご協力をお願い
します。その他詳細は決まり次第お知らせいたします。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては中止になる場合があります。

種　別 摘　要 標準額 備　考

稲　
作

耕起と代掻き
(トラクター、耕運機) 10ａ当たり

16,000 円 圃場整備地内
17,000 円 その他

トラクター耕起 10ａ当たり 9,000 円 圃場整備地内
10,000 円 その他

代掻きのみ 10ａ当たり 9,000 円 圃場整備地内
10,000 円 その他

機械田植え 10ａ当たり 10,000 円 圃場整備地内
11,000 円 その他

稲刈 バインダー 10ａ当たり
ひも付き

10,500 円 圃場整備地内
11,500 円 その他

稲刈
脱穀 コンバイン 10ａ当たり

乾燥まで
21,000 円 圃場整備地内
22,000 円 その他

脱穀 ハーベスター 10ａ当たり
脱穀のみ 9,500 円 助手等は雇主

水稲育苗 １箱 990円 配達代別
雇人（一般農作業） 時給 1,000 円
[ 備考 ]	
※標準額については、消費税込みとし､賄はなしとする。（8時間/日）
※稲作作業の場合､燃料費は請負者持ちとする。
※同一作業内容の場合、男女同一賃金とする。
※田植えについては、雇主が助手等をつけること。
※本表は標準的な料金を示すものであり、圃場条件や作業条件などを	
　勘案して当事者間の協議により決定することを前提としています。	
上記作業項目にない作業についても協議の上で決定してください。

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.169

※6月の粗大ごみの受付日時は、6月27日（月）午前6時30分～午前8時30分です。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

資
源
物
の
分
別
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

資
源
物
の
分
別
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

～
美
し
い
水
田
景
観
を
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
～

　

お
菓
子
な
ど
の
外
箱
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
ボ
ー
ル
紙（
や
わ
ら
か
い
紙
）や

食
品
を
包
む
ラ
ッ
プ
の
芯
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
紙
製
の
筒
が
、ダ
ン
ボ
ー
ル
の

収
集
小
屋
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
も
の
は
、ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
と
し

て
回
収
さ
れ
ま
す
の
で
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
の
収
集
小
屋
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、大
型
商
品
の
梱
包
用
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
処
理

方
法
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
を
数
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。こ
ち
ら

に
つ
き
ま
し
て
は
、決
し
て
割
ら
ず
に
袋
や
ひ
も
で
ま
と
め
て
、

新
聞
·
雑
誌
等
の
紙
資
源
の
収
集
小
屋
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
町
で
は
、農
業
の
活
性
化
と
調
和
の
と
れ

た
水
田
景
観
の
形
成
を
目
的
と
し
て
、農
業
振
興

地
域
内
で
水
稲
を
作
付
す
る
方
に
助
成
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
助
成
金
を
交
付
し
た
方
に
は
個
別
に
ご

案
内
を
送
付
し
ま
し
た
が
、今
年
度
新
た
に
申
請
す

る
方
は
、環
境
経
済
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

昭
和
町
在
住
で
、昭
和
町
農
業
振
興
地
域
内
で

　

今
年
度
５
０
０
㎡
以
上
、水
稲
を
作
付
す
る
方
。

助
成
金
額

　

１
０
０
㎡
あ
た
り
８
０
０
円

　

※
た
だ
し
、８
万
円
を
上
限
と
す
る
。

申
請
期
限

　

令
和
４
年
７
月
１
日（
金
）

令和４年度 昭和町農事賃金標準額 

★
お
知
ら
せ
…
広
報
6
月
号
の
組
回
覧
に
、
井
戸
水
水
質
検
査
の

お
知
ら
せ
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
回
覧
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
は
、

環
境
経
済
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎農休み　令和4年6月18日(土) ～令和4年6月19日(日)

農
地
保
全
助
成
金
の
ご
案
内

農
地
保
全
助
成
金
の
ご
案
内

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては	
　中止になる場合があります。
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繰下げ上限年齢を引上げ

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　 【昭和町社会福祉協議会ホームページ】 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 298 号

　

町
社
協
で
は
、誰
も
が
わ
か
ち
あ
え
る
社
会
を
め
ざ
し
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
の
活
動
に
賛
同
し
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
す
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭
や
職
場
で
余
っ
た
食
品
を
持
ち

寄
り
、
食
料
の
確
保
が
困
難
な
団
体
や
個
人
を
支
援
す
る
活
動
で
す
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収
集
期
間

　

6
月
20
日
（
月
）
〜
6
月
29
日
（
水
）

収
集
場
所
・
時
間

　

町
総
合
会
館
ロ
ビ
ー
回
収
ボ
ッ
ク
ス
（
町
総
合
会
館
開
館
時
に
設
置
）

　

町
社
協
（
町
温
水
プ
ー
ル
北
側
の
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

※
窓
口
対
応
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

　

○
米　

○
保
存
食
品 

（
缶
詰
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
）

　

○
調
味
料
各
種　

○
菓
子
等

※
賞
味
期
限
が
8
月
29
日
以
降
の
も
の
で
未
開
封
の
も
の
。
米
は
、
も
み
、
玄
米
、
白
米
の
い
ず
れ

　

か
で
令
和
2
年
度
産
以
降
の
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
社
協
で
は
、
町
内
在
住
の
中
学
生
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
へ
の
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　
日
時　
7
月
25	

日
（
月
）　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分	

　
会
場　
昭
和
町
中
央
公
民
館	

講
堂

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

　
日
時　
8
月
1
日（
月
）	・
2
日（
火
）・
3
日（
水
）・
4
日（
木
）・
8
日（
月
）
の
内
、
1
日

　
　
　
　
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
各
日
、
午
後
1
時
45
分
〜
午
後
3
時
30
分
）	

※
各
日
5
名
ま
で

　
会
場　
町
内
の
高
齢
者
施
設

対
象
者　
町
内
在
住
の
中
学
生
で
、
講
座
お
よ
び
体
験
の
両
日
参
加
で
き
る
方
（
先
着
25
名
）

持
ち
物　
①
マ
ス
ク	

②
筆
記
用
具	

③
上
履
き	

④
蓋
の
で
き
る
飲
み
物	

⑤
保
護
者
同
意
書（
社

　
　
　
　
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座
参
加
の
際

　
　
　
　
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

参
加
申
込
に
つ
い
て

　
6
月
16
日
（
木
）
〜
7
月
13
日
（
水
）
の
間
の
平
日
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で
受
付

　
※
電
話
の
み
の
受
付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
※
定
員
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
希
望
日
を
複
数
日
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
※
感
染
状
況
に
よ
り
開
催
が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

多
世
代
間
交
流
イ
ベ
ン
ト

 

S
S
カ
ッ
プ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

竜王年金事務所	☎278-1100	／	役場	町民窓口課	国保年金係	☎275-8264

 シリーズ
その210国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

　

老
齢
年
金
を
66
歳
以
後
に
受
給
開
始（
繰
下
げ
受
給
）

す
る
場
合
は
、年
金
額
は
65
歳
か
ら
繰
り
下
げ
た
月
数
に

よ
っ
て
増
額（
1
月
あ
た
り
0.7　
%
増
額
）し
ま
す
。高
齢
期

の
就
労
の
拡
大
等
を
踏
ま
え
、年
金
受
給
権
者
が
自
身
の

就
労
状
況
等
に
あ
わ
せ
て
年
金
受
給
の
開
始
時
期
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、令
和
4
年
4

月
か
ら
は
繰
下
げ
の
上
限
年
齢
が
70
歳
か
ら
75
歳
に
引
き

上
げ
ら
れ
、年
金
の
受
給
開
始
時
期
を
75
歳
ま
で
自
由
に

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方

　
令
和
4
年
3
月
31
日
時
点
で
、次
の
①
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
70
歳
未
満
の
方

　（
昭
和
27
年
4
月
2
日
以
降
の
生
ま
れ
の
方
）

②
老
齢
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

　
5
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

　（
受
給
権
発
生
日
が
平
成
29
年
4
月
1
日
以
降
の
方
）

老
齢
年
金
の
繰
下
げ
受
給
の
上
限
年
齢
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

老
齢
年
金
の
繰
上
げ
減
額
率
の

見
直
し
に
つ
い
て

　

老
齢
年
金
を
65
歳
前
に
受
給
開
始（
繰
上
げ

受
給
）す
る
場
合
、繰
上
げ
請
求
を
し
た
月
か

ら
65
歳
到
達
月
の
前
月
ま
で
の
月
数
に
応
じ

た
減
額
率
に
よ
り
、年
金
額
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
か
ら
、繰
上
げ
受
給
の
減
額
率

が
１
月
あ
た
り
0.5
%
か
ら
0.4
％
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、令
和
４
年
３
月
31
日
時

点
で
60
歳
未
満
の
方（
昭
和
37
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
の
方
）で
す
。昭
和
37
年
４
月
１
日
以

前
の
生
ま
れ
の
方
に
つ
い
て
は
、減
額
率
0.5
%

か
ら
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

改正前（昭和37年4月1日以前生まれの方）

改 正 前

改 正 後

改正後（昭和37年４月２日以降生まれの方）

減額率の計算＝繰上げ請求をした月から65歳到達月
の前月までの月数×0.5%

繰下げ上限年齢：70歳
増額率上限：42%（60月×0.7%）

繰下げ上限年齢：75歳
増額率上限：84%（120月×0.7%）

減額率の計算＝繰上げ請求をした月から65歳到達月
の前月までの月数×0.4%

最大減額率30%（60月×0.5%）

最大減額率24%（60月×0.4%）

〈	繰下げ受給による年金額の増額イメージ	〉

75歳からの年金額

331.2万円
増額率84%

（120月×0.7%）

繰下げ上限年齢を引上げ

本来の年金額180万円繰下げ待機（10年）

繰下げ加算額151.2 万円

65歳

65歳（受給権発生）

［例：年金額が180万円の方が、75歳まで繰り下げした場合］

75歳（繰下げ申出）70歳

66歳

8.4%

67歳

16.8%

68歳

25.2%

69歳

33.6%
ひと月

遅らせ
る（繰

り下げ
る）と

0.7%
ずつ増

額

70歳

42.0%

71歳

50.4%

72歳

58.8%

73歳

67.2%

74歳

75.6%

75歳

84.0%UP

年
金
額

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
多
世
代
間
が
互
い
に

　
　
　
　
支
え
合
え
る
関
係
を
築
き
ま
せ
ん
か
?

開
催
日
時　

8
月
5
日 

（
金
） 　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
ま
で

当
日
受
付　

午
前
10
時
〜
午
前
10
時
25
分
の
間
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
受
付
前
集
合
） 

開
催
場
所　

大
丸
パ
ー
ク
レ
ー
ン
ズ
（
中
央
市
下
河
東
3
0
5
3
‐
1
）

対
　

象
　

者　

①
町
居
住
の
親
子
（
小
学
一
年
生
〜
中
学
三
年
生
）
60
名

　
　
　
　
　
　

※
親
1
名
・
子
2
名
の
1
家
族
3
名
ま
で
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

②
町
居
住
の
65
歳
以
上
の
方 

60
名　

合
計
1
2
0
名

内
　
容

　

・
全
館
貸
し
切
り
で
多
世
代
間
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
す
。

　

・
1
レ
ー
ン
に
つ
き
5
名
ず
つ
振
り
分
け
て
グ
ル
ー
プ
を
作
り
ま
す
。

　

・
1
名
に
つ
き
2
ゲ
ー
ム
行
い
、
合
計
点
数
で
競
い
ま
す
。

　

※
グ
ル
ー
プ
分
け
は
社
協
で
行
い
ま
す
。（
家
族
・
夫
婦
等
は
一
緒
で
す
）

　

※
1
ゲ
ー
ム
の
み
参
加
の
方
は
表
彰
対
象
に
は
入
り
ま
せ
ん
。 

　

※
様
々
な
賞
を
個
人
・
グ
ル
ー
プ
に
ご
用
意
し
ま
す
。

　

※
本
事
業
は
多
世
代
間
交
流
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
個
人
差
・
経
験
差
・

ハ
ン
デ
な
ど
気
に
な
る
点
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
み
ん
な
で
楽
し
く
ボ
ウ

リ
ン
グ
」
を
前
提
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始

　

65
歳
以
上
の
方　

6
月
6
日
（
月
）　

午
前
9
時
〜

　

親
　
　
子
　　
　

6
月
20
日 

（
月
）　

午
後
０
時
30
分
〜

参
加
費　

1
名
3
5
0
円
（
シ
ュ
ー
ズ
代
の
み
）
※
ゲ
ー
ム
料
は
無
料
で
す
。

持
ち
物　

マ
ス
ク
着
用 

（
必
須
）、
飲
み
物
（
必
要
な
方
の
み
）

　

※
電
話
受
付
の
み
と
し
ま
す
。

　

※
ご
家
族
の
受
付
は
1
世
帯
ず
つ
と
し
ま
す
。（
知
人
の
分
な
ど
複
数
申
込
は
不
可
）

　

※
65
歳
以
上
の
方
は
一
度
に
最
大
2
名
ま
で
受
付
で
き
ま
す
。

　

※
町
社
協
主
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
役
場
へ
の
ご
連
絡
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ボランティア体験事業のボランティア体験事業の
参加者を募集します！参加者を募集します！

フードドライブに
ご協力ください
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問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　二輪車（オートバイ・自転車）の盗難被害が後を絶ちません。
　令和３年中の盗難被害状況を見ると、
　・オートバイ盗難のうち約２割がエンジンキーを付けたまま
　・自転車盗難のうち約７割がカギをかけない状態
で被害にあっています。
　二輪車を盗む犯人は、簡単に盗みやすいカギがかかっていな
い二輪車を探しています。
　盗難被害防止の基本は、カギかけです。
　オートバイや自転車を二つ以上のカギで守るツーロックは、
犯人に「簡単には盗めない二輪車だ。」と犯行を諦めさせる有効
な手段です。
　その他、大切なオートバイや自転車を盗
難被害から守るための「ポイント」をご紹
介します。
○オートバイは、車庫や家の中など見え
ない場所に保管するか、固定されてい
る柱等と車体をワイヤー錠等でくく
り付けましょう！
◯カギは必ず抜き、ハンドルロックを確実にしましょう！
◯自転車は、備え付けのカギを必ずかけましょう！
◯備え付けのカギだけでなく、もう一つ別のカギ（ワイヤー
錠・U字型錠等が効果的）でツーロックしましょう!
◯短い時間でもカギかけを確実に行いましょう!
◯路上等には止めず、管理の行き届いた駐車場や駐輪場に止
めましょう！
◯防犯登録・グッドライダー登録をしましょう!

二輪車の盗難防止に
カギかけ・ツーロックが有効

　これからの季節、女性を狙った犯罪が多くなる時期です。
　「自分だけは、大丈夫！」という考
えから、被害にあうことも少なくあり
ません。
　それらの危険から身を守るために
は、自分自身の身を守る方法を知るこ
とが大切です。
○	日頃から周囲に注意を向ける癖を
つけ、歩きながらＳＮＳを見るなど「ながらスマホ」
は避ける。

○	できるだけ明るい道や人通りの多い道を通行する。
○	防犯ブザーを持ち歩き、周囲に見える場所につける。
○	すぐに家の中に入りやすくするため、鍵は、カバン
の中の同じ場所に入れて置き、取り出しやすいよう
にする。

○	危険を感じたら、大声を出したり防犯ブザーを鳴ら
すなどして、すぐに逃げ出し、安全なところで通報
する。

　皆さまの「安全で安心できる生活」のために、自宅
等の付近で不審者を見かけた際は、110 番通報、又は
最寄りの警察署、交番・駐在所への通報をお願いし
ます。

性犯罪にあわないために

我
が
家
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
　
望
月	

威
夫
（
清
水
新
居
）　

No.212

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ

と
と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

長
男
が
大
学
受
験
、
長
女
は
高
校
受
験
、
次

　

長
男
が
大
学
受
験
、
長
女
は
高
校
受
験
、
次

女
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
部
活

女
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
部
活

動
停
止
、
医
療
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る

動
停
止
、
医
療
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る

妻
は
コ
ロ
ナ
対
応
業
務
で
超
多
忙
…
。
去
年
は

妻
は
コ
ロ
ナ
対
応
業
務
で
超
多
忙
…
。
去
年
は

例
年
と
は
大
き
く
違
う
形
の
生
活
を
送
る
こ
と

例
年
と
は
大
き
く
違
う
形
の
生
活
を
送
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な
状

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な
状

況
を
何
と
か
楽
し
く
乗
り
切
れ
た
の
は
、
家
族

況
を
何
と
か
楽
し
く
乗
り
切
れ
た
の
は
、
家
族

み
ん
な
で
お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き

み
ん
な
で
お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と

家
庭
の
調
和
）」
の
考
え
方
が
浸
透
し
て
き
て

家
庭
の
調
和
）」
の
考
え
方
が
浸
透
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
個
々
人
、
各
家
庭
に
よ
っ
て
、
仕

い
ま
す
が
、
個
々
人
、
各
家
庭
に
よ
っ
て
、
仕

事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
様
々
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
様
々
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

のの
働
き
方
に

働
き
方
に
お
い
て
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
変

お
い
て
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
変

化
が
あ
り
ま
し
た
が
、
妻
の
よ
う
に
医
療
関
係

化
が
あ
り
ま
し
た
が
、
妻
の
よ
う
に
医
療
関
係

に
従
事
し
て
い
る
方
や
、
保
育
士
の
方
等
、
ど

に
従
事
し
て
い
る
方
や
、
保
育
士
の
方
等
、
ど

う
し
て
も
職
場
で
の
勤
務
が
必
要
な
方
も
い
ま

う
し
て
も
職
場
で
の
勤
務
が
必
要
な
方
も
い
ま

す
。
理
想
的
な
「
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン

す
。
理
想
的
な
「
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン

ス
」
を
実
現
す
る
に
は
自
分
の
努
力
だ
け
で
は

ス
」
を
実
現
す
る
に
は
自
分
の
努
力
だ
け
で
は

成
り
立
た
ず
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
職
場
の
同
僚

成
り
立
た
ず
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
職
場
の
同
僚

た
ち
の
理
解
・
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

た
ち
の
理
解
・
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

去
年
の
生
活
を
振
り
返
る
と
、
充
実
し
た
家

　

去
年
の
生
活
を
振
り
返
る
と
、
充
実
し
た
家

庭
生
活
を
送
る
た
め
に
は
自
分
が
出
来
る
こ
と

庭
生
活
を
送
る
た
め
に
は
自
分
が
出
来
る
こ
と

や
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
、
家
族
が
互

や
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
、
家
族
が
互

い
に
協
力
し
尊
重
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

い
に
協
力
し
尊
重
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
は
、

　

私
た
ち
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
は
、

昭
和
町
の
多
く
の
方
に「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

昭
和
町
の
多
く
の
方
に「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、「
男
女
共
同
参
画
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

よ
う
、「
男
女
共
同
参
画
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
出
前
講
座
等
の
事
業
を
実
施
し

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
出
前
講
座
等
の
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
様
々
な
事
業
が
中
止
に

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
様
々
な
事
業
が
中
止
に

な
る
な
ど
、
も
ど
か
し
い
状
況
下
で
の
活
動
が

な
る
な
ど
、
も
ど
か
し
い
状
況
下
で
の
活
動
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
な
る
べ
く
多
く
の
事
業
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
な
る
べ
く
多
く
の
事
業
が

実
施
で
き
る
よ
う
模
索
し
、
各
種
事
業
を
通
し

実
施
で
き
る
よ
う
模
索
し
、
各
種
事
業
を
通
し

て
本
委
員
会
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

て
本
委
員
会
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
是
非
お
気
軽

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
是
非
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

No.181
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

医
療
機
関
の
中
に
は
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

総
合
支
援
部 

看
護
師
長　
穴
水 

美
和　

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画	

一
般
財
団
法
人	

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　

先
日
、
山
梨
県
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
、
令
和
元
年
の
山

梨
県
民
の
健
康
寿
命
は
全
国
２

位
で
あ
っ
た
と
い
う
記
事
が
載

っ
て
い
ま
し
た
。
山
梨
県
民
は

が
ん
検
診
や
特
定
健
康
診
査
の

受
診
率
が
高
い
こ
と
や
、
65
歳
以
上
の
有
業
率

も
全
国
２
位
で
あ
り
、
元
気
に
働
き
続
け
る
方

が
多
い
こ
と
な
ど
が
、
健
康
寿
命
が
高
い
一
因

で
は
な
い
か
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

健
康
志
向
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
み
な
さ

ん
な
の
で
、
医
療
機
関
に
通
院
し
た
こ
と
は
あ

っ
て
も
入
院
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

病
気
に
な
る
と
、
健
康
な
時
に
は
な
か
っ
た

い
ろ
い
ろ
な
心
配
事
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
病
気
治
療
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
入
院
生

活
に
関
す
る
こ
と
、
退
院
後
の
生
活
に
関
す
る

こ
と
、
仕
事
に
関
す
る
こ
と
、
介
護
に
関
す
る

こ
と
、
医
療
費
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
ご
本
人

も
ご
家
族
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。

　

急
に
降
り
か
か
る
不
安
や
困
り
ご
と
に
、
ど

こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
一
人
で

ま
た
は
ご
家
族
だ
け
で
悩
ん
で
し
ま
っ
た
と
い

う
経
験
が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

医
療
機
関
の
多
く
は
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

が
様
々
な
こ
と
を
相
談
で
き
る
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
相
談
に
対
応
す
る
専
門
の
相
談
員

（
看
護
師
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
が
お

話
を
伺
い
、「
ど
こ
に
相
談
す
る
こ
と
が
良
い
の

か
」「
誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
」
な
ど
、
一

緒
に
相
談
事
が
解
決
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。「
入
院
前
に
行
え
て
い
た
日
常

生
活
動
作
が
病
気
に
よ
っ
て
で
き
な
く
な
り
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
」「
病
気
治
療
が
必
要
に

な
っ
た
が
仕
事
も
続
け
て
い
き
た
い
」「
経
済
的

に
困
っ
て
お
り
、
入
院
費
が
心
配
」
な
ど
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
医
師
や
看
護
師
、
リ
ハ

ビ
リ
の
担
当
者
な
ど
院
内
の
職
員
だ
け
で
な
く
、

市
町
村
の
保
健
師
や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
介
護

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
方
は

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
訪
問
看
護
師
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
る

よ
う
に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
病
気
に
関
連
し

た
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
遠
慮
せ
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
み
な
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

も
し
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
り
、
障
害
者
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
を
し
て
い
る
場
合
、
担
当
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
生
活
相
談
員
な
ど
に
入
院
に

な
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
院

し
た
ら
病
棟
看
護
師
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
生

活
相
談
員
が
誰
か
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

入
院
早
期
か
ら
地
域
の
支
援
者
さ
ん
と
も
情
報

交
換
し
、
安
心
し
て
療
養
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　5月 10日（火）に令和４年度の正副班長が出席し、愛育会
活動についてや、今年度の事業計画について話し合いました。
自己紹介では、初めて愛育班員をする方や昭和町に引っ越し
て数年という方も多く、初めての愛育会活動に期待と不安が
混在する思いが多く聞かれました。
　コロナ禍で活動の変更や縮小を余儀なくされますが、愛育
会として隣近所に気を配り、声を掛け合い、支えあう地域づ
くりをしていこうと確認し合いました。

感染対策はまず手洗いから
引き続き手洗いをしっかりしましょう

　6月に入り、じめじめした梅雨の季節を迎えます。
　手洗いをしっかり行い、食中毒やウイルス感染を
防ぎましょう。しっかりと手洗いをしているつも
りでも、洗い残しが多い部分があります。下の絵を
参考に指や爪の間、手の甲や手首なども忘れずに、	
♪「ハッピーバースデー」の歌を2回歌いながら時間
をかけて洗ってみましょう。

第１回正副班長会議を開催しました第１回正副班長会議を開催しました

引用：公益社団法人日本食品衛生会	『衛生的な手洗いについて』

洗い残しの多い部分
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町
営
常
永
団
地
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
期
間
内
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
で
配
布

の
入
居
者
募
集
案
内
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。な
お
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

所
在
地　
昭
和
町
上
河
東
５
４
３

募
集
数

　
１
Ｄ
Ｋ
（	

A　
棟	

）
…	

１
戸

受
付
期
間

　

６
月
１
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
平
日
の
み
）

入
居
予
定
日

　
令
和
４
年
８
月
中
（
予
定
）

応
募
資
格

　
○
町
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
が

さ
れ
て
い
る
か
町
内
の
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
こ
と

　

○
１
Ｄ
Ｋ
は
１
～
２
人
ま
で
の
世

帯
構
成
で
あ
る
こ
と
（
親
族
の

み
）

　
○
現
在
公
営
住
宅
に
居
住
し
て
い

な
い
こ
と

　
○
県
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
を
た
て

ら
れ
る
こ
と
（
所
得
条
件
あ
り
）

そ
の
他　
申
込
必
要
書
類
の
準
備
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
お
早
め
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
公
園
住
宅
管
理
係

（
☎︎
２
７
５
‐
８
４
１
３
）

　
山
梨
県
警
察
で
は
、
令
和
５
年
４

月
採
用
の
警
察
官
採
用
試
験
（
秋
季

試
験
第
２
回
目
）
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
種
目
・
採
用
予
定
人
員

①
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
業
程
度
）

	

男
性　
　
　
　
　
７
名
程
度

	

男
性
／
武
道　
　

２
名
程
度

	

女
性　
　
　
　
　
１
名
程
度

	

女
性
／
武
道　
　

２
名
程
度

②
警
察
官
Ｂ
（
高
校
卒
業
程
度
）

	

男
性　
　
　
　
　
18
名
程
度

	

女
性　
　
　
　
　
６
名
程
度

　
※
い
ず
れ
も
令
和
５
年
４
月
採
用

受
付
期
間

　
７
月
25
日（
月
）～
８
月
19
日（
金
）

　

※
電
子
申
請
は
８
月
15
日
（
月
）

　
ま
で

第
１
次
試
験
日

　
９
月
18
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
・
採
用
試
験
案
内
請
求
先

・
山
梨
県
警
察
本
部

　
　
警
務
課
人
事
担
当

　
（
☎︎
２
２
１
‐
０
１
１
０
）

　
［
内
線
２
６
３
３
～
２
６
３
７
］

・
採
用
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎︎
０
１
２
０
‐
３
１
４
‐
８
７
４
）

・
山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
（
☎︎
２
２
３
‐
１
８
２
１
）

・
南
甲
府
警
察
署

　
（
☎︎
２
４
３
‐
０
１
１
０
）

・
山
梨
県
警
察
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http
s

：//w
w
w
.p
ref.

yam
anashi.jp/police

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

①
会
計
年
度
任
用
職
員
（
一
般
事
務

　
職
）

・
募
集
人
数　
１
名

　
労
働
条
件
等
は
規
定
に
よ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
採
用
期
間

　
令
和
４
年
９
月
～
令
和
５
年
３
月

※
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
、
再
採

　
用
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
選
考
方
法

　
第
一
次
審
査	

…	

書
類
選
考

　
第
二
次
審
査	

…	

面
接

・
応
募
資
格

　
令
和
４
年
９
月
１
日
か
ら
働
い
て

い
た
だ
け
る
方
で
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と
。

・
応
募
方
法

　
町
社
協
へ
履
歴
書
及
び
職
務
経
歴
書

を
募
集
期
間
内
に
提
出
す
る
こ
と
。

②
登
録
ヘ
ル
パ
ー

・
募
集
人
数　
若
干
名

・
採
用
期
間

　
令
和
５
年
４
月
～
令
和
６
年
３
月

※
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
、
再
採

　
用
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
選
考
方
法

　
①
会
計
年
度
任
用
職
員
と
同
様

・
応
募
資
格

　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、
65
歳

未
満
で
介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
受
講
修
了
者

以
上
で
、普
通
自
動
車
運
転
免
許
、

及
び
自
家
用
車
を
所
有
し
、
業
務

に
使
用
で
き
る
方
。

・
応
募
方
法

　
①
会
計
年
度
任
用
職
員
と
同
様

・
活
動
内
容

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援

　
（
福
祉
バ
ス
添
乗
、軽
度
生
活
援
助
、

　
友
愛
訪
問
、
総
合
事
業
訪
問
型

　
サ
ー
ビ
ス
A
等
）

・
活
動
時
間　
週
に
４
～
５
時
間
程
度

・
時　
　
給　
活
動
内
容
ご
と

・
募
集
期
間

　
職
種
①
②
と
も
に
、

　

６
月
８
日
（
水
）
～
22
日
（
水
）

午
後
５
時
ま
で

※
郵
送
で
の
提
出
は
６
月
22
日（
水
）

　
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り

　
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎︎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
苔
玉
と
は
植
物
の
根
を
土
で
丸
く

包
み
、
そ
の
周
り
に
苔
植
物
を
張
り

付
け
、
固
定
し
た
も
の
で
す
。
手
作

り
の
苔
玉
を
自
宅
に
飾
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。

日
時　
７
月
15
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

場
所　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
会
議
室

対
象　

	

町
内
在
住
60
歳
以
上
の
方

定
員　

	

５
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
マ
ス
ク
着
用
、飲
み
物（
蓋

付
）
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
ゴ
ミ
袋
、
持

ち
帰
り
用
）

受
付
開
始　
６
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
ご
本
人
が
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎︎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

日
時　
７
月
５
日（
火
）・
６
日（
水
）

　
※
２
日
間
の
受
講
が
必
要

　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
４
時
50
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
50
分
ま
で
）

場
所

　
山
梨
県
自
治
会
館　
１
階「
講
堂
」

　
（
甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
‐
35
）

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
０
円

受
付
期
間

　
６
月
20
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
甲
府
地
区
消
防
本
部
査
察
課
に
来

庁
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
、
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
‐
23

　
甲
府
地
区
消
防
本
部

　
　
　
査
察
課　
査
察
企
画
係

　
　
　
　
（
☎︎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

日
時　
①
６
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

　
　
　
②
６
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間
【
平
日
の
み
】

　
①
６
月
１
日
（
水
）
～
14
日
（
火
）

　
②
６
月
１
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・

証
明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎︎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
６
月
19
日
（
日
）

　

	
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始　
６
月
６
日
（
月
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他　
○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
４
年
８
月
18
日（
木
）

（
※
今
年
度
は
４
月
、
８
月
、
12
月

は
第
3
木
曜
日
、
６
月
、
10
月
、

２
月
は
第
3
日
曜
日
で
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎︎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　

コ
ッ
ト
ン
糸
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
い

て
、
フ
レ
ー
ム
を
作
り
、
好
き
な
絵

や
写
真
を
入
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ー
ト

を
作
り
ま
す
。
会
員
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、興
味
を
お
持
ち
の
方
も
大
歓
迎
、

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
ゆ
っ
た
り
過

ご
せ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
15
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　
親
子
４
組

場
所　
総
合
会
館
フ
ァ
ミ
サ
ポ
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ

（
☎︎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

　
放
送
大
学
は
、
B
Ｓ
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
べ
る
通
信
制
の
大

学
で
す
。
幅
広
い
授
業
科
目
が
１
科

目
か
ら
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間

　
第
１
回　
８
月
31
日
（
水
）
ま
で

　
第
２
回　
９
月
13
日
（
火
）
ま
で

〇
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎︎
２
５
１
‐
２
２
３
８
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

　
昭
和
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
昭
和
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

昭
和
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
す
。

　

昭
和
町
内
の
３
つ
の
小
学
校
が
一
つ

の
団
で
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
友
達
が
で
き
ま
す
。

　

学
校
活
動
と
は
違
う
集
団
の
中
で
、

厳
し
さ
や
悔
し
さ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

経
験
を
積
む
こ
と
で
人
間
と
し
て
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
験
は
い
つ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

○令和４年度の練習予定（基本スケジュール）
〈	平　日	〉
		〇４・５・６年生
　　火・木曜日　午後５時 50分～７時 20分　西条小学校グラウンド
		〇１・２・３年生
　　水曜日　　　午後５時 50分～７時　　押原公園人工芝グラウンド
〈	週　末	〉
		〇全学年
　　土・日曜日　午前中　西条小学校グラウンド

　★ブログ　http://showasss1103.blog.fc2.com/

▲ブログのQRコード（携帯電話・
スマートフォンで見られます）

※６年生のリーグ戦の関係で、低学年はお休みになる
ことがあります。詳しくは、ブログでご確認ください。

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

警
察
官
採
用
試
験
の
ご
案
内

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

第
97
回
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

町
営
常
永
団
地
入
居
者
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ

＊
ミ
ニ
交
流
会
＊

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集
に
つ
い
て

苔
玉
づ
く
り
教
室
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
と
は
、

走
ら
ず
、歩
い
て
行
う
サ
ッ
カ
ー
で
、

老
若
男
女
誰
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
25
日
（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
11
時

場
所　
町
総
合
体
育
館	

ア
リ
ー
ナ

対
象　
町
内
居
住
の
小
学
四
年
生
か

ら
六
年
生
の
子
ど
も
と
そ
の
親

定
員　
７
組
（
先
着
順
）

※
１
組
は
親
１
名
に
つ
き
、
子
ど
も

２
名
ま
で
。

参
加
費　
無
料

持
ち
物

・
マ
ス
ク

・
タ
オ
ル

・
水
分
補
給
で
き
る
も
の

・
室
内
用
運
動
靴

服
装

　
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
ス
カ
ー
ト
や
ワ
ン

ピ
ー
ス
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始

　
６
月
10
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
、
原
則

参
加
者
ご
本
人
が
申
込
み
下
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎︎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
縄
文
土
器
づ
く
り
を
体
験
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
先
人
た
ち
の
知
識
や

工
夫
を
知
る
こ
と
と
共
に
、
現
代
の

便
利
さ
や
有
難
さ
を
改
め
て
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

開
催
日
時

　
【
１
日
目
】
７
月
27
日
（
水
）

　
【
２
日
目
】
７
月
28
日
（
木
）

　
両
日
と
も
午
前
９
時
～
正
午
ま
で

　
（
２
日
間
）

開
催
場
所

　
昭
和
町
中
央
公
民
館　
講
堂

参
加
対
象
者
・
定
員

①
町
居
住
の
小
学
三
年
生
か
ら
中
学

三
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
親

10
名
（
５
組
）

※
親
１
名
、
子
ど
も
１
名
ま
で
、
子

ど
も
の
み
で
も
可

②
町
居
住
の
50
歳
以
上
の
大
人
10
名

　
合
計
20
名

体
験
内
容

	〈
縄
文
中
期
の
土
器
を
成
形
す
る
。〉

①
土
台
上
で
粘
土
を
紐
状
に
し
て
輪

を
つ
く
り
輪
を
積
み
上
げ
て
土
器

の
形
を
つ
く
る

②
表
面
や
内
面
を
整
え
て
装
飾
等
を

つ
け
る

③
竹
管
や
ヘ
ラ
を
使
っ
て
模
様
を
描

く
④
２
週
間
乾
か
し
て
土
器
を
焼
い
て

完
成

　
※
④
の
作
業
は
体
験
外
で
す
。

参
加
費　
無
料

持
ち
物

・
マ
ス
ク

・
汚
れ
て
も
良
い
タ
オ
ル
２
枚

・
飲
み
物
（
蓋
付
き
の
も
の
）

※
必
ず
２
日
間
参
加
で
き
る
方
の

み
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
１

日
の
み
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。）

申
込
開
始

　
６
月
13
日
（
月
）
午
後
０
時
30
分
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎︎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　

山
梨
県
行
政
書
士
会	

甲
府
南
支

部
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
11
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所

　
遊
亀
公
民
館
２
階	

講
義
室
２

　
（
甲
府
市
総
合
市
民
会
館	

２
階
）

相
談
内
容

　
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
農
地

の
売
買
・
賃
借
、
会
社
設
立
な
ど

※
新
１
組
40
分
程
度
。

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
し
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
行
政
書
士
会

　
　
　
　
甲
府
南
支
部

　
　
　
　
（
☎︎
２
４
２
‐
８
８
７
４
）

　
総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
10

日
ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周

知
啓
発
強
化
期
間
」
と
し
て
、
電
波

を
正
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
周
知
・
啓
発
活
動
及
び
不
法
無
線

局
の
取
締
り
を
強
化
し
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線

局
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
、
携

帯
電
話
な
ど
の
身
近
な
も
の
か
ら
、

警
察
・
消
防
・
救
急
用
無
線
な
ど
の

人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
に
対
し

て
混
信
・
妨
害
を
与
え
る
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
や
安
全
を
お
び
や
か
し

ま
す
。
安
全
で
豊
か
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
関
東
総
合
通
信
局

　
◎
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
（
☎︎
０
３
‐
６
２
３
８
‐
１
９
３
９
）

　
◎
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
が
い

　
（
☎︎
０
３
‐
６
２
３
８
‐
１
９
４
５
）

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
で
は
、
次
の
と
お
り
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

〇
介
護
の
た
め
の
調
理
補
助
講
習
会

　
日
時　
７
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
29
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
場
所

　
　
甲
州
市
民
文
化
会
館
（
甲
州
市

塩
山
上
塩
後
２
４
０
番
地
）

　
受
講
料　
無
料

　
定
員　
10
名
（
書
類
選
考
に
よ
り

決
定
）

　
締
切
日　
７
月
12
日
（
火
）

　
要
件　
令
和
４
年
度
以
降
に
シ
ル

バ
ー
登
録
を
さ
れ
る
方
（
事
前
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
）

〇
事
務
職
で
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　
日
時　
７
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
８
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
場
所　
中
央
市
流
通
団
地
内

　
受
講
料　
無
料

　
定
員　
15
名
（
書
類
選
考
に
よ
り

決
定
）

　
締
切
日　
６
月
13
日
（
月
）

　
受
講
要
件

　
　
令
和
４
年
度
以
降
に
シ
ル
バ
ー

登
録
を
さ
れ
る
方
（
事
前
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
が
必

要
と
な
り
ま
す
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

　
　
　
　
（
☎︎
２
２
８
‐
８
３
８
３
）

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

で
は
、
幅
広
い
専
門
知
識
や
高
度
な

技
術
を
習
得
し
、
豊
か
な
創
造
力
と

判
断
力
を
兼
ね
備
え
た
技
術
者
を
育

成
し
、
県
内
の
産
業
や
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

様
々
な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
次
の
と
お
り
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

〈
７
月
開
講
講
座
（
塩
山
）〉

〇
は
じ
め
て
の
中
国
語

　
日
程　
午
後
７
時
～
（
２
時
間
）

　
　
　
　
９
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
７
月
15
日
ま
で

〇
商
業
簿
記
３
級

　
試
験
対
策
講
座
（
前
編
）

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
８
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
７
月
11
日
ま
で

〈
８
月
開
講
講
座
（
塩
山
）〉

〇
商
業
簿
記
３
級

　
試
験
対
策
講
座
（
後
編
）

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
８
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
８
月
８
日
ま
で

※
商
業
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座
は

前
・
後
編
両
コ
ー
ス
の
受
講
を
推
奨
。

〇
３
次
元
C
Ａ
Ｄ
入
門

　
日
程　
午
前
９
時
～
（
６
時
間
）

　
　
　
　

２
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
７
月
15
日
ま
で

◆
そ
の
他
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎︎
０
５
５
３
‐
３
２
‐
５
２
０
２
）

〈
７
月
開
講
講
座
（
都
留
）〉

〇
エ
ク
セ
ル
基
礎
［
第
１
回
］

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
６
月
24
日
ま
で

〇
宅
地
建
物
取
引
士
［
Ⅰ
］

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
８
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
６
月
27
日
ま
で

〇
宅
地
建
物
取
引
士
［
Ⅱ
］

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
８
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
６
月
27
日
ま
で

※
宅
地
建
物
取
引
士
講
座
は
Ⅰ
・
Ⅱ

の
２
講
座
を
一
括
開
講
し
ま
す
。

〈
８
月
開
講
講
座
（
都
留
）〉

〇
品
質
管
理
の
基
礎

　
日
程　
午
前
９
時
～
（
６
時
間
）

　
　
　
　
３
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
７
月
29
日
ま
で

〇
エ
ク
セ
ル
基
礎
［
第
２
回
］

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
８
月
15
日
ま
で

◆
そ
の
他
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎︎
０
５
５
４
‐
４
３
‐
８
９
１
１
）

産
業
技
術
短
期
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.yitjc.ac.jp

※
講
座
内
容
、日
程
等
、都
合
に
よ
っ

て
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
講
座
の
詳
細
は
、
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

親
子
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
教
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

講
習
会
の
ご
案
内

ド
キ
ド
キ
ッ
！
ド
ッ
キ
ド
キ
！

ド
キ
土
器
づ
く
り
体
験
教
室

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

関
東
総
合
通
信
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

能
力
開
発
講
座
の
ご
案
内

春
う
ら
ら
散
歩
の
道
も
変
り
行
く

人
生
の
期
待
を
胸
に
ひ
孫
抱
く

堀
内　

冨
美

寒
き
朝
手
袋
の
手
ほ
お
に
あ
て

雪
山
の
清
き
水
中
わ
さ
び
取
り

小
俣　

芳
枝

進
学
の
孫
に
期
待
と
夢
を
抱
き

今
日
生
き
る
一
日
一
笑
福
も
ら
い

山
本
ひ
ろ
子

 

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会	

川
柳
部

（
事
務
局		

生
涯
学
習
課		

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

川
柳

　 ４月 は、 先 月 と 比 較 す る
と 全 体 の 収 集 量 は 24t 減 の
305t となり、一世帯あたりの
収集量では先月から 3 ㎏減の
33kg となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

4月3月2月1月12月11月10月

36

31
34

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った４月分の医療費は、
約 7,636 万 4 千円（前年同
月比 4.80% の増）です。
　 マイナンバーカードが
健康保険証として利用でき
る医療機関が増えました。
まだお持ちでない方は申請
の手続きをしましょう！

❀

防災一口メモ　　「警戒レベル３　高齢者等避難」とは？
　「高齢者等避難」は、天気予報や避難情報等で聞く言葉ですが、高齢者・障害がある
方・妊産婦・乳幼児等「自主避難が困難な方」とその支援者が、安全な場所に避難す
ることを促すために発令されるものです。
　避難する場所はあらかじめ確認しておく必要がありますが、町の指定避難場所すべ
てを開放するわけではありませんので、町から出される情報を確認し、日中など、安
全に避難できるときに早めに行動しましょう。また、避難先は町指定の場所だけでは
ありません。安全な親戚・知人宅やホテル等に避難することも考えてみましょう。
　避難に時間を要する人以外にも自主的に避難するタイミングですので、出勤等の外
出を控えるなど、普段の行動を見合わせたり、避難の準備をしたり、危険が迫る前に
避難できるようにしておきましょう。 女性防災ネット昭和
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々
な
種
類
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あ
る
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は
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れ
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異
な
る
花
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葉
を
持
ち
、
黄
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の
バ
ラ
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友
情
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「
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」
「
献
身
」
な
ど
が
あ
る
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で

す
。
い
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だ
不
安
定
な
状
況
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続
く
世
の
中
で
す

が
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日
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り
戻
す
日
ま
で
、
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人
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人
で
き
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　食育は、子どもから大人までみ
んなにとって大事なものです。	
食を豊かにすることで心にも体に
もよい影響をもたらします。朝ご
はんをしっかり食べる、旬の野菜
で料理をする、郷土料理であるほ
うとうを作る等、何気ないことの
ように見えますが、これらも立派
な食育です。
　また、１食の中に主食・主菜・副
菜を揃えて食べると見た目も良くな
り、食欲も増すだけでなく、栄養バ
ランスが整い、病気になるリスクの
低下や健康長寿など良い影響がある
ことがわかっています。
　健康で豊かな生活を継続してい
けるよう、食育への理解を深め、
食育推進活動に積極的な参加をし
ていきましょう♪

６月は食育月間です！

アレンジ長生きみそ玉

～ 今月は
　「西条一区食生活改善推進員」からのレシピです ～

食育推進協議会事務局	
いきいき健康課（☎ 275-8785）
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◆	作り方
①	玉ねぎをすりおろす。
②	①に全ての材料を加え、泡だて器で混ぜ合わ
せる。

③	製氷皿に入れ、冷凍保存する。
★	保存期間の目安は２週間です。
★	食べる時は150ml（1杯分）のお湯で溶くだけ。

◆	材料（10杯分）
・赤みそ	……	80g
・白みそ	……	80g
・玉ねぎ	……	150g
・りんご酢	…	大さじ１

かわいいなーちゃん
ぱぱとままの宝物です
すくすく元気に大きくなってね♡

令和２年８月 25 日生（１歳９カ月・女の子）
（父）誉さん（母）知恵理さん（西条二区）

鷹野 凪
なぎ

 ちゃん

届けよう 輝く ミライへ

令和２年 12 月 29 日生（１歳 5 カ月・女の子）
（父）圭汰さん（母）美来さん（西条二区）

舟
ふにゅう

生 美
み ゆ

結 ちゃん

・粉末かつおだし	……	5g
・乾燥みそ汁の具（わかめ、
　ねぎ、きざみ麩）……	20g

お湯で溶いて完成！
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